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協議事項（１） 普代村総合発展計画、人口ビジョン及び総合戦略等の進捗状況について  

 

本村では、令和３年度から令和７年度までの５年間における村づくりの基本構想と基本

計画を定めた第５次普代村総合発展計画の到達目標に向けて、第５次普代村総合発展計画

事業実施計画を策定し、毎年度の進捗管理を行っています。 

具体的には、計画に掲げる各基本施策の指標の目標値の達成状況及び個別事業の進捗状

況を確認するとともに、村政懇談会や議会意見を踏まえた内部検討、中長期重点課題に係

る内部協議、外部有識者会議等の意見をもとに、予算編成作業で取り組みの確認及び見直

しを行っています。 

今回は、令和６年度の進捗結果、令和７年度及び計画期間中全体の進捗状況について報

告します。 

 

１ 普代村人口ビジョンにおける将来人口展望と人口の現状 （※資料№１ Ｐ１） 

本村の人口ビジョンにおいては、「普代村まち・ひと・しごと創生総合戦略」を国、県

の戦略を勘案した中で着実に推進し、出生率を国が目標とする 2030 年（令和 12 年）ま

でに 1.8、さらには、 2040 年（令和 22 年）以降に人口置換水準である 2.07 まで回復さ

せる出生率の向上と、社会増減ゼロを実現し、一定の人口減少の抑制に努める中で、2040

年（令和 22 年）に 1,838 人、2060 年（令和 42 年）に 1,345 人程度の人口を確保するこ

ととしています。  

 

【表１】 普代村人口ビジョン  
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本村の令和７年７月１日現在の住民基本台帳人口は、2,249 人（男 1,129 人、女 1,120

人）、前年 10 月比△66 人となり、減少要因では、自然減 34 人（出生 4 人、死亡 38 人）、

社会減 32 人（転入 35 人、転出 67 人）という状況です。年齢構成では、0-4 歳人口が 42

人（前年 10 月比△５人）、15-49 歳女性人口が 260 人（前年 10 月比△21 人）となって

います。 

また、村の人口減少の推移は、令和２年 10 月比の４年９ヵ月間で△323 人、減少率

12.6％という状況です。 

このことから、次期総合計画等の策定においては、若者や女性がより魅力を感じられ

る村づくりや、今後の人口規模においても、子どもから高齢者まですべての世代が生き

生きと暮らす持続可能な地域社会の実現に向けた、各種施策の検討が求められています。 

 

【表２】 普代村人口ビジョンの状況  

 

 

【表３】 人口減少の推移（住民基本台帳人口）                   （単位：人、％）  
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社人研推計 2,795 - - - - 2,536 - - - - 2,271

計画値 2,795 - - - - 2,532 - - - - 2,337

実績値 2,795 2,825 2,785 2,736 2,636 2,572 2,522 2,445 2,379 2,315 2,249

前年比 - - △ 40 △ 49 △ 100 △ 64 △ 50 △ 77 △ 66 △ 64 △ 66

社人研推計 77 - - - - 64 - - - - 51

計画値 77 - - - - 60 - - - - 61

実績値 77 68 74 75 62 56 59 52 50 47 42

前年比 - - 6 1 △ 13 △ 6 3 △ 7 △ 2 △ 3 △ 5

社人研推計 356 - - - - 295 - - - - 234

計画値 356 - - - - 295 - - - - 275

実績値 356 390 385 358 333 332 328 312 292 281 260

前年比 - - △ 5 △ 27 △ 25 △ 1 △ 4 △ 16 △ 20 △ 11 △ 21

計画値 16.0 12.0 12.0 12.0 12.0 12.0 12.2 12.2 12.2 12.2 12.2

実績値 16.0 5.0 17.0 15.0 13.0 10.0 11.0 6.0 9.0 9.0 4.0

前年比 - - 12 △ 2 △ 2 △ 3 1 △ 5 3 0 △ 5

参考：年度実績値 5.0 12.0 16.0 12.0 14.0 10.0 7.0 8.0 8.0 10.0
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２ 第５次総合発展計画及び第２期総合戦略の「目標指標」の進捗状況 

（１） 第５次総合発展計画「目標指標」の令和６年度進捗状況（※資料№１ Ｐ２～４） 

第５次総合発展計画では、５つの基本目標の中の 18 の基本施策に関して 62 指標を

設定しています。基本目標ごとの各指標の進捗状況は次のとおりです。 

 

基本目標１の「学ぶ喜びを村づくりにつなげよう」の各目標指標の進捗状況は、14 指

標中５指標で目標値を上回っています。 

就学前教育では、コロナ禍で中止・縮小していた「はまゆり子ども園の地域イベント

参加回数」が増加傾向にあります。  

学校教育等では、「不登校児童生徒」が生じていないこと、GIGA スクール構想に基づ

き整備した ICT 機器の利活用も図られている状況となっています。また、義務教育学

校「普代村立普代学園」が令和９年４月開校に向け、今年度より工事着手されています。  

社会教育等では、各指標とも人口減少・少子化等の要因にもより伸び悩みの状況にあ

る一方、現下の多様性社会の動向を背景に「男女共同参画社会の認識率」は高い割合と

なっています。 

 

【基本目標１ 学ぶ喜びを村づくりにつなげよう】  

 

令和６年度末 令和７年度

基本目標１　学ぶ喜びを村づくりにつなげよう

１　健康な体・豊かな心を育む就学前教育を充実する（就学前教育）

はまゆり子ども園の利用満足度
（※まちづくりアンケート結果）

単年 令和２年度 83.0% － － － － － 81.9% 93.0%

はまゆり子ども園の地域イベント参加回数 単年 令和元年度 ５回 ０回 ０回 ５回 10回 ９回 ６回 〇

家庭教育セミナー等実施回数 単年 令和元年度 １回 ０回 ０回 ０回 １回 １回 ２回

２　未来を担う子どもたちの学びの環境を充実する（学校等教育）

学校教育に満足している村民の割合
（※まちづくりアンケート結果）

単年 令和２年度 75.6% － － － － － 74.9% 86.0%

不登校児童生徒出現率 単年 令和元年度 3.92% 4.08% 2.02% 3.68% 3.23% 0.00% 0.0% 〇

小中一貫校（義務教育学校）整備数 単年 － － － － － － － １校

ＩＣＴ活用数（小１-小３） 単年 令和元年度 月１回 月６回 月８回 月８回 毎日 毎日 週３回 〇

ＩＣＴ活用数（小４-中３） 単年 令和元年度 月１回 月６回
小：月８回

中：毎日

小：月10回

中：毎日
毎日 毎日 毎日 〇

３　誰もが学べる多様な学習環境を充実する（社会教育・体育、歴史・芸術文化、男女共同参画）

放課後子ども教室の利用満足度
（※まちづくりアンケート結果）

単年 令和２年度 77.3% － － － － － 72.4% 88.0%

ふだいまなび講座参加者数 単年 令和元年度 66人 ０人 ０人 ０人 50人 35人 100人

普代村図書室の図書貸出冊数
（※村民一人あたり）

単年 令和元年度 1.1冊 1.2冊 1.2冊 0.7冊 0.6冊 0.7冊 3.0冊

はまゆりスポーツクラブの登録者数 単年 令和元年度 189人 182人 170人 157人 150人 139人 200人

芸術文化協会加入団体数 単年 令和元年度 ６団体 ５団体 ５団体 ５団体 ５団体 ５団体 ８団体

男女共同参画社会の認識率
（※まちづくりアンケート結果）

単年 令和２年度 37.4% － － － － － 61.3% 50.0% ○
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基本目標２の「未来を拓く活力ある産業を育てよう」の各目標指標の進捗状況は、11

指標中３指標で目標値を上回っています。 

水産業では、「漁業販売取扱高及び取扱数量」、「漁業就業者支援による新規就業者数」

の指標は目標値を上回っているものの、近年の地球温暖化の影響により、頻発化する養

殖ワカメの病害虫被害や養殖コンブの原藻先枯れ被害、主要魚種である秋サケの不漁

など、本村の水産業を取り巻く環境は非常に厳しい状況にあります。 

農業では、生産者の高齢化に伴う生産規模縮小により「農業粗生産額」が伸び悩むほ

か、「耕作放棄地面積」が拡大している状況にあります。林業では「乾しいたけ販売数

量」も伸び悩みの傾向にはありますが、一定の経営体は維持されている状況にあり、継

続した生産等支援に取り組んでいます。 

商工業等では、高齢化に伴う廃業等により「商工会会員数」が減少傾向にある一方、

起業支援事業補助金への相談件数は増加傾向にあり、１件の補助金活用が図られてい

ます。 

観光では、「観光入り込み客数」、「三陸鉄道乗降客数」ともにコロナ禍以前の観光需

要の回復には至っていない状況となっています。  

 

【基本目標２ 未来を拓く活力ある産業を育てよう】  

 

 

令和６年度末 令和７年度

基本目標２　未来を拓く活力ある産業を育てよう

１　水産業の元気をつくる（水産業）

漁業販売取扱高
（※普代村漁業協同組合業務報告書）

単年 令和元年度 788,267千円 726,533千円 670,261千円 1,001,213千円 903,260千円 1,040,164千円 788,267千円以上 〇

漁業販売取扱数量
（※普代村漁業協同組合業務報告書）

単年 令和元年度 6,512.5ｔ 6,071.8ｔ 6,388.2ｔ 8,583.0ｔ 5,265.7t 7,444.7t 6,512.5ｔ以上 〇

漁業就業者支援による新規就業者数 累計 － － ５人 ５人 ５人 ５人 ６人 ５人 〇

２　農林業の元気をつくる（農林業）

農業粗生産額
（※JA出荷額）

単年 令和元年度 204,529千円 185,949千円 135,180千円 135,746千円 136,730千円 146,115千円 204,529千円以上

耕作放棄地面積 累計 令和元年度 11.0ha 12.0ha 11.0ha 10.9ha 11.0ha 25.7ha 11ha以下

乾しいたけ販売数量
（※JA、久慈地方森林組合出荷数量）

単年 令和元年度 4,139.7㎏ 3,433.8㎏ 1,776.8㎏ 1,987.8㎏ 1,765.7㎏ 2,048.2㎏ 4,139.7㎏以上

３　地域に根ざした産業を守り育てる（商工業、起業促進・雇用対策）

商工会会員数 単年 令和元年度 101人 101人 98人 100人 101人 96人 101人以上

製造品出荷額
（※岩手統計年鑑）

単年 平成29年度 5,249百万円 4,383百万円 3,959百万円 3,385百万円 未公表 未公表 5,249百万円以上

村支援制度による新規起業者数
（※普代村起業支援事業補助金）

累計 － － ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 １人 ５人

４　”青の国”を生かした観光の振興を図る（観光）

観光入り込み客数
（※岩手県観光統計）

単年 令和元年 71,200人 41,998人 45,676人 44,101人 44,254人 未公表 76,998人

三陸鉄道乗降客数
（※普代駅、白井駅、堀内駅）

単年 令和元年度 61,886人 48,143人 38,169人 41,403人 51,545人 55,382人 68,075人

目標

区分
項目 計算方法等

当初値

（Ｒ２）

実績値

Ｒ３ Ｒ４

目標指標

Ｒ５ Ｒ６
Ｒ７

目標値

（Ｒ７）

進捗状況

（〇＝達成）
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基本目標３の「健やかに、そして安心して暮らせる環境をつくろう」の各目標指標の

進捗状況は、15 指標中６指標で目標値を上回っています。 

保健・医療では、「特定健康診査受診率」が 43.6％と伸び悩みの傾向にあり、特にも

若い世代の受診率向上に取り組むこととしています。また、「医科・歯科常勤医師数」

は２名と、継続した常勤医師の確保が図られています。  

高齢者福祉では、生活支援コーディネーターの積極的な支援活動により「高齢者サロ

ン実施団体数」が増加傾向にあります。  

障がい者福祉では、２人の施設利用者が一般就労に移行されています。 

子育て支援等では、令和４年４月から子育て世代包括支援センターが保健センター

内に設置され、子育て世代のライフスタイルに応じた子育て支援の取り組みが進めら

れています。 

地域福祉では、「看護・介護・保育職養成奨学資金利用者数」は、累計で６人と年々

制度活用が図られている状況にあります。 

 

【基本目標３ 健やかに、そして安心して暮らせる環境をつくろう】  

 

令和６年度末 令和７年度

基本目標３　健やかに､そして安心して暮らせる環境をつくろう

１　心身の健やかな暮らしを支える（保健･医療）

特定健康診査受診率
（※国保加入者）

単年 令和元年度 45.6% 38.4% 45.8% 44.6% 45.7% 43.6% 60.0%

医科・歯科常勤医師数 単年 令和２年度 ２人 ２人 ２人 ２人 ２人 ２人 ２人 ２人 〇

医療対策に満足している村民の割合
（※まちづくりアンケート結果）

単年 令和２年度 61.8% － － － － － 65.2% 72.0%

２　高齢者の暮らしを支える（高齢者福祉）

介護予防ボランティア育成数 累計 令和元年度 27人 31人 33人 35人 35人 35人 40人

緊急通報システム設置数 単年 令和元年度 ３台 ３台 ４台 ８台 ８台 ７台 10台

シルバー人材センター登録者数 単年 令和元年度 43人 43人 42人 42人 47人 44人 55人

高齢者サロン実施地区数（団体数） 単年 令和元年度 ２団体 ３団体 ４団体 ４団体 ４団体 13団体 13地区 〇

３　障がい者の暮らしを支える（障がい者福祉）

施設入所者数（※福祉施設利用者） 単年 令和元年度 13人 13人 12人 12人 12人 10人 12人 〇

施設利用者の一般就労移行者数 累計 令和元年度 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ２人 １人 〇

障がい者支援に満足している村民の割合
（※まちづくりアンケート結果）

単年 令和２年度 59.2% － － － － － 65.4% 70.0%

４　子どもを産み育てやすい環境をつくる（子育て支援､少子化対策）

子育て世代包括支援センター設置数 累計 令和元年度 ０箇所 ０箇所 １箇所 １箇所 １箇所 １箇所 １箇所 〇

保育・子育て支援に満足している村民の割合
（※まちづくりアンケート結果）

単年 令和２年度 63.0% － － － － － 60.5% 73.0%

５　みんなで支え合い、助け合う福祉の村をつくる（地域福祉）

看護・介護・保育職養成奨学資金利用者数 累計 令和元年度 ３人 ３人 ４人 ４人 ５人 ６人 ６人 〇

ボランティア団体数 累計 令和元年度 ０団体 １団体 １団体 1団体 ０団体 ０団体 ３団体

成年後見センター認知度
（※アンケート結果）

単年 令和２年度 3.0% 3.0% 3.0% 10.5% 10.5% 10.5% 30.0%

目標

区分
項目 計算方法等

当初値

（Ｒ２）

実績値

Ｒ３ Ｒ４

目標指標

Ｒ５ Ｒ６
Ｒ７

目標値

（Ｒ７）

進捗状況

（〇＝達成）
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基本目標４の「自然と共生する安全で快適な環境をつくろう」の各目標指標の進捗  

状況は、15 指標中７指標で目標値を上回っています。 

自然環境等では、2050 年二酸化炭素排出量実質ゼロ宣言を表明し、地球温暖化対策

実行計画の策定・実行に取組み「温室効果ガス総排出削減率」は 39.2％と目標値を達

成しています。また、適切な指導、積極的な普及啓発活動により「生活系ごみ排出量（※

１日１人あたり）」の減量化が図られてきている状況にあります。 

住環境等では、村営住宅３戸が整備され入居率は 100％となっています。また、計画

的な事業実施により「村道改良率」、「村道舗装率」は順調に推移しています。  

公共交通等では、三陸鉄道及び村営バス利用者数は減少傾向にはありますが、重要な

地域公共交通の維持に向け、必要な各種支援に取り組んでいます。  

消防防災等では、「自主防災組織数」、「詐欺被害の件数」が目標値を達成しています

が、計画期間中の「交通死亡事故の発生件数」が累計２件と、引き続き交通安全対策の

徹底を図る必要があります。 

 

【基本目標４ 自然と共生する安全で快適な環境をつくろう】  

 

令和６年度末 令和７年度

基本目標４　自然と共生する安全で快適な環境をつくろう

１　自然と共生する（自然環境、環境衛生）

温室効果ガス総排出量削減率（その他部門）
【2013年基準比（1,703t-CO2）】

 ※環境省「自治体排出量カルテ」における毎年の伸び率による簡易

的な算定方法により算出、R5数値は事務事業編改定による実数値

単年 平成29年度
H29：24.7%
（1,283.1）

H30：19.5%
（1,371.6）

R01：24.9%
（1,278.3）

R02：35.6%
（1,096.8）

R03：28.0%

（1,226.2）
R05：39.2% R12：37.8% 〇

生活系ごみ排出量
（※１日１人あたり）

単年 令和元年度 785ｇ 841ｇ 738ｇ 714ｇ 679ｇ 554ｇ 636ｇ 〇

２　快適な生活環境を整備する（住環境、道路、簡易水道、汚水処理）

村営住宅の新規整備戸数 累計 － － ０戸 ０戸 ０戸 ０戸 ３戸 ５戸

新規整備村営住宅の入居率 累計 － － 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 100.0% 〇

村道改良率 累計 令和元年度 53.8% 53.8% 53.7% 53.8% 54.1% 54.1% 53.8%以上 〇

村道舗装率 累計 令和元年度 57.4% 57.5% 57.5% 57.6% 57.6% 57.6% 57.4%以上 〇

老朽水道管の残存率 累計 令和元年度 5.73% 5.15% 5.15% 5.15% 5.15% 5.40% 5.0%

水洗化率 累計 令和元年度 43.1% 43.6% 44.2% 45.2% 45.4% 46.9% 49.2%

３　交通体系、情報・通信施策を充実する（公共交通、情報・通信）

三陸鉄道利用者数 単年 令和元年度 908,645人 635,519人 607,316人 610,118人 618,958人 603,730人 908,645人以上

村営バス等利用者数 単年 令和元年度 6,556人 5,820人 5,833人 5,983人 5,249人 4,374人 6,556人以上

インターネット等普及率
（※インターネット及びスマートフォン保有世帯）

累計 － － － － － － － 66.6% 100.0%

４　安全･安心の村づくりを推進する（消防防災､防犯・交通安全対策）

消防団員数 単年 令和元年度 141人 139人 134人 134人 136人 121人 150人

自主防災組織数 累計 令和元年度 ２団体 ２団体 ２団体 ２団体 ２団体 ３団体 ３団体 〇

詐欺被害の件数 累計 － － ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 〇

交通死亡事故の発生件数 累計 － － １件 ２件 ２件 ２件 ２件 ０件

目標

区分
項目 計算方法等

当初値

（Ｒ２）

実績値

Ｒ３ Ｒ４

目標指標

Ｒ５ Ｒ６
Ｒ７

目標値

（Ｒ７）

進捗状況

（〇＝達成）
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基本目標５の「明日を拓く持続可能な仕組みをみんなでつくろう」の各目標指標の  

進捗状況は、７指標中３指標で目標値を上回っています。 

地域づくり等では、移住者誘致施策の推進により「地域おこし協力隊制度による定住

者数」は累計 11 人と目標値を達成する状況となっています。なお、地域おこし協力隊

任期満了後の定着率は 75.0％（３／４人）となっています。  

行財政では、「財政健全化判断比率の実質公債費比率」は基準未満で財政健全化が保

たれていますが、「村税（現年分）の収納率」は、当初値を上回っているものの目標値

に達しない状況で推移しています。また、「職員研修の実施回数」は６回と、新採用職

員研修、人事評価研修、岩手県実務派遣研修など人材育成強化を図る各種研修の取り組

みが実施されています。さらに、「マイナンバーカード交付率」は 86.5％（保有枚数率

73.9％）と、全国保有枚数率（78.2％）、岩手県保有枚数率（78.3％）を下回るものの

増加傾向にあります。 

 

【基本目標５ 明日を拓く持続可能な仕組みをみんなでつくろう】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度末 令和７年度

基本目標５　明日を拓く持続可能な仕組みをみんなでつくろう

１　村民と行政の協働の村づくりを推進する（地域づくり、移住定住、広聴・広報）

地域振興施策に満足している村民の割合
（※まちづくりアンケート結果）

単年 令和２年度 62.8% － － － － － 64.9% 73.0%

地域おこし協力隊制度による定住者数 累計 令和元年度 ３人 ４人 ７人 ９人 10人 11人 10人 〇

村政懇談会参加者数 単年 令和元年度 165人 123人 35人
※一部書面開催

140人 125人 128人 165人以上

２　自立した行財政運営を推進する（行財政）

財政健全化判断比率の実質公債費比率 単年 令和元年度 10.2% 9.6% 9.4% 9.1% 9.3% 9.1% 15%以下 ○

村税（現年分）収納率 単年 令和元年度 96.9% 98.81% 98.35% 98.77% 98.36% 97.37% 99.3%

職員研修の実施回数 単年 令和元年度 ２回 １回 １回 １回 ３回 ６回 ４回 ○

マイナンバーカード交付率 単年 令和元年度 10.7% 21.4% 31.9% 63.0% 75.5% 86.5% 90.0%

目標

区分
項目 計算方法等

当初値

（Ｒ２）

実績値

Ｒ３ Ｒ４

目標指標

Ｒ５ Ｒ６
Ｒ７

目標値

（Ｒ７）

進捗状況

（〇＝達成）
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（２） 第２期総合戦略「目標指標」の令和６年度進捗状況（※資料№１ Ｐ５） 

第２期総合戦略では、４つの基本目標に関して 10 指標を設定しています。基本目

標ごとの各指標の進捗状況は次のとおりです。 

直近の「人口の社会増減ゼロ」、「人口一人当たり村民所得水準」、「合計特殊出生率」、

「女性人口比率」については、目標値を下回る状況ですが、まちづくりアンケート調

査結果による、「村に住み続けたい人の割合」、村外居住者の「村への愛着度が高い人

の割合」は増加している状況となっています。  

 

【第２期総合戦略】  

 

令和６年度末 令和７年度

基本目標１　”にぎわい”を創出する村づくり

１　水産業の元気をつくる（水産業）

２　農林業の元気をつくる（農林業）

３　地域に根ざした産業を守り育てる（商工業、起業促進・雇用対策）

人口の社会増減ゼロ 単年 令和元年度 △35人 △28人
（※転入62、転出90）

△35人
（※転入38、転出73）

△８人
（※転入54、転出62）

△19人
（※転入48、転出67）

△23人
（※転入53、転出76）

０人

人口一人当たり村民所得水準
（※市町村平均＝100）

単年 平成29年度 109.7
（※3,033千円）

107.7
（※3,018千円）

97.4
（※2,706千円）

107.3
(※2,839千円）

95.9
(※2,557千円）

91.3
(※2,468千円）

100.0以上

基本目標２　明日への希望もかなえる”つむぎ”の村づくり

１　誰もが学べる多様な学習環境を充実する（男女共同参画）

２　子どもを産み育てやすい環境をつくる（子育て支援、少子化対策）

３　快適な生活環境を整備する（住環境）

合計特殊出生率
（※保健福祉年報（人口動態編））

単年 平成30年 2.27 2.19 1.83 1.92 1.73 1.62 1.80以上

女性人口（15-49歳）比率
（※1960＝100）

単年 2015年 34 29
（※2020国政調査値：302人）

29
（※2020国政調査値：302人）

29
（※2020国政調査値：302人）

29
（※2020国政調査値：302人）

29
（※2020国政調査値：302人）

34以上

基本目標３　”やすらぎ”を感じ続けられる村づくり

１　高齢者の暮らしを支える（高齢者福祉療）

２　障がい者の暮らしを支える（障がい者福祉）

３　交通体系、情報・通信施策を充実する（公共交通、情報・通信）

４　安全・安心の村づくりを推進する（消防防災、防犯・交通安全対策）

５　村民と行政の協働の村づくりを推進する（地域づくり）

村に住み続けたい人の割合の上昇
（※まちづくりアンケート結果）

単年 令和２年度 61.8% － － － － － 64.1% 61.8%を上回る ○

村を転出したい人の割合の低下
（※まちづくりアンケート結果）

単年 令和２年度 12.7% － － － － － 8.4% 12.7%を下回る ○

基本目標４　”つながり”が大きく広がる村づくり

１　誰もが学べる多様な学習環境を充実する（社会教育・体育、歴史・芸術文化）

２　”青の国”を生かした観光の振興を図る（観光）

３　村民と行政の協働の村づくりを推進する（移住定住、広聴・広報）

村への愛着度が高い人の割合の上昇（村内居住者）
（※まちづくりアンケート結果）

単年 令和２年度 80.2% － － － － － 78.5% 80.2%を上回る

村への愛着度が高い人の割合の上昇（村外居住者）
（※まちづくりアンケート結果）

単年 令和２年度 89.8% － － － － － 95.2% 89.8%を上回る ○

村への愛着度が低い人の割合の低下（村内居住者）
（※まちづくりアンケート結果）

単年 令和２年度 17.9% － － － － － 19.4% 17.9%を下回る

村への愛着度が低い人の割合の低下（村外居住者）
（※まちづくりアンケート結果）

単年 令和２年度 7.7% － － － － － 4.8% 7.7%を下回る ○

目標

区分
項目

目標指標

計算方法等
当初値

（Ｒ２）

実績値

目標値

（Ｒ７）

進捗状況

（〇＝達成）
Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

Ｒ７
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３ 第５次総合発展計画及び第２期総合戦略の「事業実施計画」の進捗状況 

（１） 令和６年度及び令和７年度進捗状況（※資料№１ Ｐ６～14） 

令和６年度の事業実施計画では、 112 事業、総事業費 2,805 百万円の各事業を計画

し、基本目標毎の進捗状況は「表４」のとおり全体で、150 事業、総事業費 2,194 百万

円、進捗率 78.2%という状況です。  

また、令和７年度の事業実施計画では、113 事業、総事業費 629 百万円の各事業を計

画し、基本目標毎の進捗状況は「表５」のとおり全体で、156 事業、総事業費 3,157 百

万円、進捗率 501.9%という状況です。  

事業実施計画の実施時期を見直す中で令和６年度は新魚市場整備（建設事業）が完了

し、令和７年度は義務教育学校整備（建設事業）が開始されています。そのほか、物価

高騰など現下の社会動向に的確に対応するため、「電力・ガス・食料品等価格高騰重点

支援事業」などの生活者支援、住対策、ＤＸ・ＧＸ推進の取り組みも進められています。 

 

【表４】 令和６年度事業実施計画の進捗状況                 （単位：百万円）  

目標区分  
計画値  進捗状況（決算額）  

事業費（※事業数）  事業費（※事業数）  進捗率  

基本目標１  学 ぶ 喜 び を 村 づ く り に つ な げ よ う 2,267（ 16）  143（ 17）  6.3% 

基本目標２  未 来 を 拓 く 活 力 あ る 産 業 を 育 て よ う 82（ 29）  1,009（ 41）  1,230.5% 

基本目標３  健やかに、そして安心して暮らせる環境をつくろう  94（ 23）  182（ 33）  193.6% 

基本目標４  自然と共生する安全で快適な環境をつくる 181（ 19）  399（ 33）  220.4% 

基本目標５  明日を拓く持続可能な仕組みをみんなでつくろう  181（ 25）  461（ 26）  254.7% 

計  2,805（ 112） 2,194（ 150） 78.2% 

 

【表５】 令和７年度事業実施計画の進捗状況                 （単位：百万円）  

目標区分  
計画値  進捗状況（７月現計予算額）  

事業費（※事業数）  事業費（※事業数）  進捗率  

基本目標１  学 ぶ 喜 び を 村 づ く り に つ な げ よ う  45（ 14）  1,733（ 19）  3,851.1% 

基本目標２  未来 を拓く活力あ る産業を育て よ う  72（ 28）  177（ 39）  245.8% 

基本目標３  健やかに、そして安心して暮らせる環境をつくろう  134（ 24）  169（ 31）  126.1% 

基本目標４  自然と共生する安全で快適な環境をつくる  187（ 20）  463（ 35）  247.6% 

基本目標５  明日を拓く持続可能な仕組みをみんなでつくろう 191（ 27）  615（ 32）  322.0% 

計  629（ 113）  3,157（ 156） 501.9% 
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（２） 計画期間（R3～R7）全体の進捗状況（※資料№１ Ｐ６～14） 

計画期間（R3～R7）全体の事業実施計画では、146 事業、総事業費 7,362 百万円の各

事業を計画し、基本目標毎の進捗状況は「表６」のとおり全体で、236 事業、総事業費

9,396 百万円、進捗率 127.6%という状況です。当初計画に計上された 146 事業につい

ては、概ね順調に制度化及び事業化が図られているほか、当初計画の見直しにより新規

事業として事業実施されている状況となっています。  

事業実施計画期間中の前半は、台風第 19 号災害を教訓とした大規模自然災害に備え

るための「浸水対策ポンプ整備事業」や「防災行政無線機能強化事業」などの防災・減

災対策のほか、新型コロナウイルス感染症拡大への適切な対応をはじめ、「諸証明等コ

ンビニ交付システム」、「村税コンビニ収納システム」の導入やオンライン環境の整備な

ど、コロナ禍で広がる新たな生活様式への対応にも取り組んだところです。このことか

ら、当初計画で予定した「新魚市場整備事業」及び「義務教育学校整備事業」の大規模

事業の実施時期を後年度へ変更したところです。  

   また、後半は、原油・物価高騰など現下の社会動向に的確に対応するため、「電力・

ガス・食料品等価格高騰重点支援事業」などによる生活者支援を重点化し取り組んで

いるほか、新魚市場整備（建設事業）が完了したところです。そのほか、SDGs の普及

啓発をはじめ、普代村地球温暖化対策実行計画の下「公共施設 LED 照明・空調整備」や

「家庭用太陽光発電等システム導入補助」、移住・定住促進への喫緊課題となる住対策

として「村営住宅建設事業」、「定住促進団地整備事業」、「空き家登録バンク制度」など

の取り組みも推進しています。なお、実施時期を後年度へ変更した大型事業「義務教育

学校整備事業（建設事業）」は令和９年４月開校を目指し、２ヵ年事業として今年度工

事着手しています。 

 

【表６】 計画期間（R3～R7）全体の事業実施計画の進捗状況          （単位：百万円）  

目標区分  
計画値  進捗状況（７月現計予算額）  

事業費（※事業数）  事業費（※事業数）  進捗率  

基本目標１  学 ぶ 喜 び を 村 づ く り に つ な げ よ う 2,682（ 18）  2,093（ 23）  78.0% 

基本目標２  未来 を拓く活力あ る産業を育て よ う  1,678（ 40）  2,379（ 69）  141.8% 

基本目標３  健やかに、そして安心して暮らせる環境をつくろう 509（ 25）  720（ 47）  141.5% 

基本目標４  自然と共生する安全で快適な環境をつくる 1,360（ 30）  1,838（ 54）  135.2% 

基本目標５  明日を拓く持続可能な仕組みをみんなでつくろう 1,133（ 33）  2,366（ 43）  208.8% 

計  7,362（ 146） 9,396（ 236） 127.6% 

 


